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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年2月18日(2010.2.18)

【公開番号】特開2008-246213(P2008-246213A)
【公開日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2008-041
【出願番号】特願2008-119482(P2008-119482)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｄ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１６Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月21日(2009.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種のシンボルを可変表示可能な可変表示領域を有する可変表示手段と、
　前記可変表示領域が停止表示される前の段階において、所定の表示態様を表示すること
を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　該事前決定手段の決定結果に基づいて前記可変表示手段を制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記可変表示手段の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了するとともに
、前記事前決定手段により予め定められた特別の表示態様を表示することを許容すること
が決定された場合において、前記特別の表示態様が表示されたことを条件に、遊技者にと
って有利な特別遊技状態に移行可能なスロットマシンであって、
　前記特別の表示態様とは異なる表示態様であり、前記事前決定手段により前記特別の表
示態様を表示することを許容することが決定されていない場合及び前記事前決定手段によ
り前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定されている場合のいずれの場
合においても表示される可能性のある特定の表示態様を前記可変表示領域に表示させる表
示制御手段と、
　前記可変表示領域に前記特定の表示態様が表示されたときに、該特定の表示態様が表示
された次のゲームにおいて、前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示すること
を許容することが決定されている可能性を示す可能性演出を実行する可能性演出実行手段
と、
　を備え、
　前記スロットマシンは、前記可能性演出を実行するか否かを決定する可能性演出決定手
段を含み、該可能性演出決定手段は、前記可能性演出を実行するゲームにおいて新たに可
能性演出を実行するか否かの決定を行わないことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記可変表示領域に表示されるシンボルを停止させることが可能な停止操作手段を備え
るとともに、前記可能性演出実行手段は、前記可能性演出を、前記停止操作手段の停止操
作がされたタイミングで実行する請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】



(2) JP 2008-246213 A5 2010.2.18

　前記可変表示領域を複数備えるとともに、前記可変表示領域に表示されるシンボルを停
止させることが可能な停止操作手段と、
　前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定され
たことを遊技者に対して確定的に告知する告知演出を実行する告知演出実行手段と、
　を備え、
　前記告知演出実行手段は、前記停止操作手段による各可変表示領域毎の停止操作がされ
たタイミングで実行される各可能性演出の終了時において前記告知演出を実行する請求項
１または２に記載のスロットマシン。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示することを許
容することが決定されている場合に、少なくとも前記事前決定手段により前記特別の表示
態様を表示することを許容することが決定されていない場合よりも高確率で、前記可変表
示領域に前記特定の表示態様を表示させる請求項１～３のいずれかに記載のスロットマシ
ン。
【請求項５】
　前記可変表示手段が、駆動手段により回転されるリールにより構成されており、前記可
能性演出実行手段は、前記可能性演出を、前記リールの外周に複数配設されたシンボルを
裏面から照射するように設けたバックライトにより実行するようになっている請求項１～
４のいずれかに記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のスロットマシンは、
　複数種のシンボルを可変表示可能な可変表示領域を有する可変表示手段と、
　前記可変表示領域が停止表示される前の段階において、所定の表示態様を表示すること
を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　該事前決定手段の決定結果に基づいて前記可変表示手段を制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記可変表示手段の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了するとともに
、前記事前決定手段により予め定められた特別の表示態様を表示することを許容すること
が決定された場合において、前記特別の表示態様が表示されたことを条件に、遊技者にと
って有利な特別遊技状態に移行可能なスロットマシンであって、
　前記特別の表示態様とは異なる表示態様であり、前記事前決定手段により前記特別の表
示態様を表示することを許容することが決定されていない場合及び前記事前決定手段によ
り前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定されている場合のいずれの場
合においても表示される可能性のある特定の表示態様を前記可変表示領域に表示させる表
示制御手段と、
　前記可変表示領域に前記特定の表示態様が表示されたときに、該特定の表示態様が表示
された次のゲームにおいて、前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示すること
を許容することが決定されている可能性を示す可能性演出を実行する可能性演出実行手段
と、
　を備え、
　前記スロットマシンは、前記可能性演出を実行するか否かを決定する可能性演出決定手
段を含み、該可能性演出決定手段は、前記可能性演出を実行するゲームにおいて新たに可
能性演出を実行するか否かの決定を行わないことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行条件が成立する可能性
があることを報知すべく可能性演出が、特定の表示態様が表示されたゲームの次のゲーム
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において行われるので、遊技者は前記可能性演出を見逃すことなく楽しめるため、遊技の
興趣が向上するとともに、前記特別遊技状態への移行条件が成立する可能性があることを
遊技者に対して確実に、かつ効果的にアピール出来る。また、特定の表示態様が表示され
ることと可能性演出との関係が明確になるため、演出効果が高まる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明のスロットマシンは、前記可変表示領域に表示されるシンボルを停止させること
が可能な停止操作手段を備えるとともに、前記可能性演出実行手段は、前記可能性演出を
、前記停止操作手段の停止操作がされたタイミングで実行することが好ましい。
　このようにすれば、可能性演出が遊技者による操作がされたタイミングで実行されるの
で、遊技の興趣が効果的に向上する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明のスロットマシンは、前記可変表示領域を複数備えるとともに、前記可変表示領
域に表示されるシンボルを停止させることが可能な停止操作手段と、
　前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定され
たことを遊技者に対して確定的に告知する告知演出を実行する告知演出実行手段と、
　を備え、
　前記告知演出実行手段は、前記停止操作手段による各可変表示領域毎の停止操作がされ
たタイミングで実行される各可能性演出の終了時において前記告知演出を実行することが
好ましい。
　このようにすれば、１ゲーム内に可能性演出が複数実行されるとともに、各可能性演出
の終了時において逐次演出結果が導出されることになるため、各可能性演出の興趣が効果
的に高まる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明のスロットマシンの前記表示制御手段は、前記事前決定手段により前記特別の表
示態様を表示することを許容することが決定されている場合に、少なくとも前記事前決定
手段により前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定されていない場合よ
りも高確率で、前記可変表示領域に前記特定の表示態様を表示させることが好ましい。
　このようにすれば、可能性演出が実行されると高確率で特別遊技状態が成立することに
なり、遊技者の特別遊技状態成立の期待度が効果的に高まるため、演出効果が向上する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明のスロットマシンは、前記可変表示手段が、駆動手段により回転されるリールに
より構成されており、前記可能性演出実行手段は、前記可能性演出を、前記リールの外周
に複数配設されたシンボルを裏面から照射するように設けたバックライトにより実行する
ようになっていることが好ましい。
　このようにすれば、複雑な装置等を用いることなく、多様な可能性演出を容易に行うこ
とが出来る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（ａ）請求項１項の発明によれば、遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行条件が
成立する可能性があることを報知すべく可能性演出が、特定の表示態様が表示されたゲー
ムの次のゲームにおいて行われるので、遊技者は前記可能性演出を見逃すことなく楽しめ
るため、遊技の興趣が向上するとともに、前記特別遊技状態への移行条件が成立する可能
性があることを遊技者に対して確実に、かつ効果的にアピール出来る。また、特定の表示
態様が表示されることと可能性演出との関係が明確になるため、演出効果が高まる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　（ｂ）請求項２項の発明によれば、可能性演出が遊技者による操作がされたタイミング
で実行されるので、遊技の興趣が効果的に向上する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　（ｃ）請求項３項の発明によれば、１ゲーム内に可能性演出が複数実行されるとともに
、各可能性演出の終了時において逐次演出結果が導出されることになるため、各可能性演
出の興趣が効果的に高まる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２９】
　（ｄ）請求項４項の発明によれば、可能性演出が実行されると高確率で特別遊技状態が
成立することになり、遊技者の特別遊技状態成立の期待度が効果的に高まるため、演出効
果が向上する。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　（ｅ）請求項５項の発明によれば、複雑な装置等を用いることなく、多様な可能性演出
を容易に行うことが出来る。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　本発明の請求項１は、複数種のシンボルを可変表示可能な可変表示領域（可変表示部７
１）を有する可変表示手段（可変表示装置７０）と、
　前記可変表示領域が停止表示される前の段階において、所定の表示態様を表示すること
を許容するか否かを決定する事前決定手段（制御部４５）と、
　該事前決定手段の決定結果に基づいて前記可変表示手段を制御する表示制御手段（制御
部４５）と、
　を備え、
　前記可変表示手段の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了するとともに
、前記事前決定手段により予め定められた特別の表示態様を表示することを許容すること
が決定された場合において、前記特別の表示態様が表示されたことを条件に、遊技者にと
って有利な特別遊技状態に移行可能なスロットマシン（１）であって、
　前記特別の表示態様とは異なる表示態様であり、前記事前決定手段により前記特別の表
示態様を表示することを許容することが決定されていない場合（ボーナスが当選していな
い場合）及び前記事前決定手段により前記特別の表示態様を表示することを許容すること
が決定されている場合（ボーナスが当選している場合）のいずれの場合においても表示さ
れる可能性のある特定の表示態様（スイカの組み合わせ）を前記可変表示領域（可変表示
部７１）に表示させる表示制御手段（制御部４５）と、
　前記可変表示領域（可変表示部７１）に前記特定の表示態様が表示されたときに、該特
定の表示態様が表示された次のゲームにおいて、前記事前決定手段により前記特別の表示
態様を表示することを許容することが決定されている可能性を示す可能性演出を実行する
可能性演出実行手段と、
　　を備え、
　前記スロットマシンは、前記可能性演出を実行するか否かを決定する可能性演出決定手
段を含み、該可能性演出決定手段は、前記可能性演出を実行するゲームにおいて新たに可
能性演出を実行するか否かの決定を行わない。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　本発明の請求項２は、前記可変表示領域（可変表示部７１）に表示されるシンボルを停
止させることが可能な停止操作手段（停止ボタン９Ｌ、９Ｃ、９Ｒ）を備えるとともに、
前記可能性演出実行手段は、前記可能性演出を、前記停止操作手段の停止操作がされたタ
イミングで実行する。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　本発明の請求項３は、前記可変表示領域（可変表示部７１）を複数備えるとともに、前
記可変表示領域（可変表示部７１）に表示されるシンボルを停止させることが可能な停止
操作手段（停止ボタン９Ｌ、９Ｃ、９Ｒ）と、前記事前決定手段により前記特別の表示態
様を表示することを許容することが決定されたことを遊技者に対して確定的に告知する告
知演出（表示ランプ１０５の点灯）を実行する告知演出実行手段と、を備え、前記告知演
出実行手段は、前記停止操作手段（停止ボタン９Ｌ、９Ｃ、９Ｒ）による各可変表示領域
毎の停止操作がされたタイミングで実行される各可能性演出の終了時において前記告知演
出（表示ランプ１０５の点灯）を実行する。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　本発明の請求項４は、前記表示制御手段（制御部４５）は、前記事前決定手段（制御部
４５）により前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定されている場合に
、前記特別の表示態様を表示することを許容することが決定されていない場合よりも高い
割合で、前記可変表示領域（可変表示部７１）に前記予め定められた特定の表示態様を表
示させる。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　本発明の請求項５は、前記可変表示手段（可変表示装置７０）が、駆動手段（リール駆
動モータ７Ｌ、７Ｃ、７Ｒ）により回転されるリール（６Ｒ、６Ｃ、６Ｌ）により構成さ
れており、前記可能性演出実行手段は、前記可能性演出を、前記リールの外周に複数配設
されたシンボルを裏面から照射するように設けたバックライト（照射ランプ１００～１０
２）により実行するようになっている。
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